
２００８年度父母の会執行部定例会（第６回）議事録 

 

日時：２００８年１１月１日（土）午前９時３０分～午前１０時３０分 

場所：補習校 父母の会室 

出席者：アージェント、中島、ケニー、サントス、ローネン、早川､白崎 

    森下（資）、斉藤（行）、守（図）、武中（広） 

高橋（記） 

 

１．資金調達活動の中間報告 

 ◎先日企業､個人あてに寄付金を募る手紙を送付し､現在１２件から 

総額 2,750ドルの寄付があった。寄付の期限は 11月 20日であるため､まだ

全体の反応はわからないが、手紙を送付したＮＪエリアの企業１70件､ＮＹ

150件という数字に対しての反応としては少ないので、もう一度去年寄付を

してくださった企業に電話連絡を行い､目標金額に近づけるよう努力する。 

またアメリカに本社のある企業（トヨタ､ホンダなど）にも寄付を募る。 

◎ 寄付を物品で行った企業もあるため､そういったものはバス係が行うバザ

ーの際に一緒に販売する。過去に寄付された物品も何点か保管されており 

それらもバザーの商品とし､売れ残ったものは処分する。 

◎ 各企業に送付した寄付依頼の手紙のコピーを父母会室に置いておくので 

保護者個人で、どこかに寄付を募る場合利用してもらうようにする。 

◎ 寄付のあった企業には寄付金額､商品名を記載したお礼の手紙を送付しそ

れを､領収書としてもらう。 

 

２．父母の会ＮＰＯ化についての進捗状況 

◎ 免税ＮＰＯ化の申請をしてからかなり時間が経っているので、進捗状況を

ＩＲＳに問い合わせたところ､父母の会はさらなる審査が必要なカテゴリ

ーに入り､その審査も１２月に入らないと行われないため､免税 NPO化は

来年にずれ込む事が確実になった。これは父母の会が１０年以上前にNPO

として登録されていたにも拘らず、これまで免税ＮＰＯとなるため（tax 

exempt status）の申請をしていなかったためと考えられるが､同様の活動

を行っている組織はほぼ免税 NPO化されているため、NJ補習校の場合も

時間はかかるが免税 NPO化されるであろうと会計士は考えている。 

◎ もし来年度までに免税 NPO化が実現されなかった場合は､期間限定で

NPO委員会を立ち上げることも検討している。また万が一許可が下りな

かった場合は、父母の会を既に免税 NPO化されているＮＹ教育審議会の

傘下組織にしていただくよう再度依頼（これは前年度末に一度依頼して断



られている）することも検討している。 

 

３．役員､委員希望調査票に添付予定の仕事内容についてのドキュメント 

◎ １２月６日の調査票配布に向けて､各役員､委員の仕事内容を説明するド

キュメントを作成する。 

◎ その内容は月例業務､特別業務に加え月間の土曜日出勤回数､役を経験し

ての感想などで、フォーマットを白崎さんが作成し各役員､委員に送付、

記入後､１１月１５日までに高橋に送付してもらう。 

 

４．臨時総会に向けての予算の組みなおしについて 

◎ １２月１３日に臨時総会の開催を予定している。 

総会開催までの予定として、 

11/8｢臨時総会開催のお知らせ｣配布準備｡(フォルダーに入れる。) 

11/25までに各委員の予算の報告(使用分とこれから必要な分) 

各役員､委員に総会に向けての準備の協力をお願いする。 

 

５．配布物について 

◎ 今後父母会からの配布物も、補習校にならい少子家庭のみへの配布を実施

する。 

配布物の印刷は各クラス世帯数分だけ準備し、幼初等部はフォルダーに入

れる。中高生あての配布物はクラスごとに分けて一階の補佐室に置いてお

くようにする。その際には必ず「家庭数のみ」と提示すること。 

 

６．補習校ＨＰに載せる議事録について 

◎ 現在補習校ホームページでは定例会の議事録のみが掲載されているが､執

行部会議事録も閲覧可能にした方がよいか各役員､委員の意見を聞いたと

ころ､現行で問題なく、もしどうしても保護者に伝えなければならないこ

とがある場合のみ執行部会の議事録を載せることで合意。 

 

７．役員､委員マニュアル､引継ぎ書の締め切りについて 

◎ １月１０日締め切りをめどに各役員､委員は仕事内容のマニュアルをアー

ジェント会長に提出すること。 

 

８．その他 

◎ 余剰金は何のためのものか？委員会の必要予算として使用できないか？ 

⇒補習校校舎が借用校という性質上､移転問題が持ち上がる可能性がある。 



その時に対処できるように残してある予算であるが､どうしても必要にな

ったときには余剰金の中で賄うことを検討する 

 

◎ 補習校側から大玉転がし用の玉のスペアが見つかったので、手配しなくて

もよいとの連絡があった。その代わりとして保護者用安全名札の購入依頼

を受けた。安全名札は補習校に送迎のために出入りする保護者と侵入者と

の区別を目的としたものであるが､運動会開催時にも保護者やゲストが使

用するため､今回は運動会用の特別予算から 1,300ドルを捻出する予定。 

                            

                                以上 

 

 

 

 

 

 

 


